≪　募　集　要　領　≫
厚生労働科学研究（がん政策研究）推進事業
がん医療均てん化研修会等
(専門分野研究者向け)
１　研修会の目的
厚生労働科学研究（がん政策研究）の研究成果等をもとに、関係の深い分野の専門的研究を行っている研究者等に向けた研修会や講演会等を開催することにより、がん医療水準の地域格差是正を図る一方、厚生労働科学研究（がん政策研究）を一層推進することを目的とする。
２　応募資格
厚生労働科学研究（がん政策研究）で平成26年度に研究課題が採択された研究代表者または研究分担者（以下「研究者」という）。
３　研修等の内容
応募した研究者の厚生労働科学研究（がん政策研究）における研究成果に関連した内容のもの。採択後の研修テーマの変更は認めない。
４　実施方法

　（１）　開催者（研究者）自らが実施する場合
　　　　　研修会の開催は、開催者自らが企画立案して運営し、日本対がん協会から交付される経費の支出は自ら、あるいは所属機関の経理部門が行うこと。
（２）　学会等と共催する研修会の場合
ア　　学会および定期的学術集会等の全国大会または地方会等のプログラムの一部として実施する場合の経費の支出は、当研修会プログラムの費用に限定される。
なお、学会等の費用と区分できない場合は（例：会場費、運営費等）学会等の全体の経費に対する研修会の割合により算出すること。
イ　　当研修会の開催に係る経費（会費、入場料、分担金等）を別途徴収しないこと。

（３） 研修会を企画するにあたっては、演者は複数（同一の研究機関に偏らないこと）とする。採択後の演者、発表テーマの変更は原則、認めない。

（４） 研修会場は申請者（研究者）の所属研究機関が所在する都道府県とすること。公的な施設を利用し、会場費の高いホテル等は避ける。
（５） 研修会の開催日は平成27年1月20日（火）までとする。ただし所属する研究機関の経理部門で交付金を会計処理する場合は、平成26年12月23日(火)までとする。機関によっては会計処理に２～３カ月要するので、申請時に会計担当者に処理に要する日数を確認の上、開催結果報告および会計報告書を２月20日(金)までに提出できる時期に開催日を設定すること。

５　選考方法
　　７月中旬に開催予定の研究成果等普及啓発・がん医療均てん化推進専門委員会で選考する。

　　

６　所要経費
　　研修会等開催に係わる必要経費は、１件80万円を上限とし、専門委員会で交付額を決定の上、当協会から振り込む。
７　応募手続き

（１）　応募先（申請書提出先）

〒100-0006　東京都千代田区有楽町２－５－１　有楽町マリオン１３階

公益財団法人　日本対がん協会がん対策研究推進室
ＴＥＬ　03－5218－6051　　
ＦＡＸ　03－3215－0522
E-mail：  kinten@jcancer.jp
· この件の担当者は　山田、坂本、小西
（2） 　応募方法

「研修会開催申請書（がん政策研究）（専門分野研究者）」「研修会開催計画書」「経費申請書」に記入のうえ、協会あて郵送すること。なお、一人２件までの応募とする。　
応募文書は当協会ホームページ（http://www.jcancer.jp）よりダウン　ロードできる。
（３）　応募期限

平成26年6月24日（火）必着

８　決定通知
平成26年7月中旬、申請者に採択・不採択を通知する。
９　研修会の報告等　

開催者は、研修会終了後1カ月以内に「開催結果報告書」と「会計報告書」に収支の状況を明らかにする証拠書類(見積書、契約書、請求書、領収書など)を添付して、平成27年２月20日(金)までに協会に提出すること(期限厳守)。報告書関係用紙は、後日、採択者に送付する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       以上
